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九 美 図  

 

第 28 回 除夕 
 

『呉語読本』pp.68-71 

 
（副）……祝枝山 
（僮）……祝僮（祝枝山の下男） 
（花生）……周解元 
（雑）……周家の下男 
（永）……周永（周家の下男） 
（徳）……周徳（周家の下男） 
（丑）……夫 （ある家の主人） 
（旦）……妻 （同上の妻） 
 
  （副引）闭门家内坐，祸从天上来。（白）我祝枝山高高兴兴，只底庄过年。罗里晓得

唐阿大个底老，带领多人打上门来，着牢我身上讨人。故是罗里说起？（僮白）哙，大

爷，既然周二爷朵勿见唐大爷，勿如到常州文大爷故答去寻寻看。（副白）咳，大爷岂勿

晓得。俉道个两日舍日脚哉？ 
 
（副引）門を閉めて家内に座すも、禍は天上より来たる。 

（白・祝枝山）わたくし祝枝山はご機嫌よろしく、新年を迎えようとしています。

ところが思いもよらぬことに、唐寅の奥さんが大勢連れてやって来て、私に唐寅を捜

して（唐の奥さんに）引き渡せとおっしゃるのです。それでどこからお話しいたしま

しょう。 
（僮白・祝僮）あの、旦那さま、周の若さまのところに唐旦那さまがお見えでなけれ

ば、常州の文旦那さまのところへ行ってお捜しになったほうがよろしいのでは。 
（副白・祝枝山）ああ、わしとてわかっておる。だが、おまえ、この数日は何の日だ

と思っているのだね。 
 
    （唱）只得两日光阴要过年，今朝何苦费盘缠。想他决不在文家住，且到来年灯节

边，慢慢察访唐呆子，事若宽时事即圆。祝僮听说言称是，但见走进年轻周解元。 
 

（唱）あと二日で年越しというに、今日なにゆえに苦して路銀を使おう。 
思うに、唐さんは文家にはきっといないであろうから、まずは来年の元宵節

のころに唐の本の虫をゆっくり捜すことにしよう。ことはゆっくりやったほ
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うがうまくいくものよ。 
 
祝僮は聞くとおっしゃるとおりだと思い、ふと見ると若き周解元が入ってくる。 

 
   （僮白）大爷，周二爷来哉。（副白）阿育，二老官，起身得早阿。（花生白）小弟天

天如是的。老祝昨夜好困么？（副白）好困得势，一忽直困到天明。（花生白）阿，老祝，

你却久不到此，今日天气晴明，我和你吃了早饭，外边闲步一回，可好么？（副白）使

得个。 
（僮白・祝白）旦那さま、周の若さまがお見えです。 
（副白・祝枝山）おう、周さん早起きですなあ。 
（花生白・周解元）私は毎日そうしているのですよ。祝さん、昨夜はよく眠れました

か。 
（副白・祝枝山）とてもよく眠れて、明るくなるまでぐっすりでした。 
（花生白・周解元）あっ、祝さん、しばらくここにはいらっしゃらなかったことです

し、今日は天気もいいので、一緒に朝食を食べてから、外をちょっと散歩しませんか。 
（副白・祝枝山）結構ですな。 
 
   （唱）二人闲话在书斋，少刻人拿早膳来。吃完又把香茗用，日短乌飞交巳牌。便服

一同身往外，祝僮随主步长街。闲观年景多周密，密密层层店铺开。人自去，人自来，

信义通商多会财。买的买，卖的卖，公平交易挤挨挨。 
 

（唱）二人が書斎で話をしていると、まもなく朝食が運ばれてくる。食べ終わり、

お茶を飲むと、時は早くも巳の刻*1

 

。普段着のまま一緒に外に出て、祝の下

男が主人に従い大通りを歩く。正月のごったがえしで、ぎっしりと店が並ん

でいる様をぶらり見学。人々が行き来して、信用と商いで大もうけ。売る人、

買う人、公平な商売は押し合いへし合い。 

   （白）只因是月小，故而今日乃二十八，是个小年夜，下一天就是除夕，家家户户端

正过年。 

   （唱）有馀的，心事无，闹吵吵[抄]年鼓与年锣。经纪之人收帐目，来来往往脚奔波。

肩挑步担多辛苦，趁得钱多乐也多。周府过年多有兴，家人使女尽欢呼。晚来共吃年终

酒，多是香醪好菜蔬。 

 
（白）小さい月ゆえ、今日二十八日が小晦日、明日が大晦日。どの家も年越しの準

備をしている。 

                                                
*1 午前 9～11 時ごろ。 
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（唱）ゆとりある者、心事なく、（正月の）太鼓やどらが鳴り響く。商売人は、借

金の回収に行ったり来たり。物売りはつらいといえども、稼ぎが多けりゃ、

楽しみ多し。周の屋敷の年越しはなんとにぎやか、下男も下女も大喜び。夜

には一緒に年越し酒、すばらしいご馳走がたっぷり。 
 
   （白）周文宾、祝枝山在厅上对饮香醪，言谈作乐。（副白）二老官，我搭你故歇辰

光来里吃年夜饭，勿得知唐阿大阿曾居来？（花生白）老祝阿，我想唐兄还未回来。（副

白）何以见得呢？（花生白）老祝阿， 
   （唱）想他若已返家庭，你在杭州岂不闻。自然打发人知会，决不使，你我双双挂在

心。 
 
（白）周文賓と祝枝山は客間で酒を酌み交わし、話に花を咲かせている。 
 
（副白・祝枝山）周さん、わしらは今ここで年越しの食事をとっておるが、唐さんは

帰って来られただろうか。 
（花生白・周解元）祝さん、唐さんはまだ帰っていないと思いますよ。 
（副白・祝枝山）どうして分かるのかね。 
（花生白・周解元）祝さん、 

（唱）唐さんがもう（蘇州の）家に帰っていれば、あなたが杭州にいても知らせ

を聞かないはずはございません。当然人をよこして知らせ、決して私たちを

心配させはしないでしょう。 
 
  （副白）是阿，是阿。若讲俚年夜再勿居来，必定尴尬[监介]哉。（花生白）老祝，且

免愁烦， 

   （唱）今宵且吃开怀酒，过了新年再处分。 

   （副白）二老官说得勿差。请阿，请阿！ 

 
（副白・祝枝山）そうだな、そうだな。彼が明日（大晦日）も帰らないときは、きっ

と面倒なことになりますな。 
（花生白・周解元）祝さん、心配なさいますな。 

（唱）今宵ひとまず心置きなく飲んで、新年迎えてまた考えましょう。 
 
（副白・祝枝山）周さんのおっしゃるとおりだな。さあ、どうぞ、どうぞ。 

 
  （唱）你一杯来我一盏，忽来周永与周昌。一个手中拿了对，一个张灯把刷帚单。 

   （杂白）二爷，我里去贴对封门哉。（花生白）你们自去。 
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（唱）一杯飲んでまた一杯、とそこに周永と周昌がやってくる。 

一人は手に対聯を、もう一人は提灯と刷毛を持っている。 
 

（雑白・周家の下男）若旦那さま、私は対聯を貼って門に封印をします。 
（花生白・周解元）おまえたち、行きなさい。 
 
    祝枝山把手一招，叫声：管家，走来！（杂白）祝大爷，舍事务？（副白）拿个副对

来我看，写个舍句话[语]?（杂白）祝大爷，无得字个。（副白）那舍无得字个？（花生

白）阿，老祝，这是杭州的风俗：除夕贴无字对，取其一年无事，故而不写字的。（副白）

哈哈哈，笑话，笑话。贴子无字对末一年无事，难道画两个乌龟[居]来浪末，竟做乌龟[居]

哉？（花生白）休得取笑。（副白）还有一说：若论为人在世，勿讲贫富官职，总有点事

务个。做生意勿是事务吓[呢]？走别相勿是事务吓？吃饭也是事务，撒尿撒屎也是事务，

动一动总是事务。为人若是无得事务，除非生子一年瘟病哉。哈哈哈，舍叫无字对？—

—祝僮，奔得来！（僮白）噢，大爷，舍事务？（副白）拿我个墨盆、笔砚出来。（僮白）

噢! 

 
祝枝山は手招きして、下男に「こちらへ参れ！」と叫ぶ。 
（雑白・周家の下男）祝旦那さま、何の御用でしょうか。 
（副白・祝枝山）その対聯を出して見せなさい。どんなことばが書いてあるのだね。 
（雑白・周家の下男）祝旦那さま、字は書いてありません。 
（副白・祝枝山）なにゆえに字が書かれておらぬのじゃ。 
（花生白・周解元）ああ、祝さん、これは杭州の風習です。大晦日に字の書いていな

い対聯を貼って、一年の無事を願うのです*2
（副白・祝枝山）ハッハッハッ、冗談をおっしゃって。字が書いてない対聯を貼れば

一年中無事というのなら、二匹の亀を描くと、その亀になるとでも申されるのか。 

。それでわざと字を書かないのです。 

（花生白・周解元）からかうのはやめてください。 
（副白・祝枝山）もう一つわしなりの道理がある。もし人が世の中で生きておれば、

貧富や職位の如何を問わず、こと
．．

*3

（僮白・祝僮）はい、旦那様、何のご用でしょうか。 

は必ずあるものじゃ。商売をするのはこと
．．

ではな

いか。ぶらつくのはこと
．．

ではないか。食事もこと
．．

、小便するのも大便するのもこと
．．

、

ちょっと動けばすべてこと
．．

がある。人として生き、もしこと
．．

がないというなら、そり

ゃ年中病気を患っとるということじゃないのか。はっはっはっ、字の書いていない対

聯なんてでたらめ言っちゃいけません。―――祝僮、走ってまいれ！ 

                                                
*2 「無字」と「無事」は呉方言では同音になるため、ここでは、「無字」に「無事」を掛けて

いる。 
*3 「無事」に対して「事務」。することがある、用事がある、仕事があるなど。 
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（副白・祝枝山）わしの墨の盆と筆、硯を持って来なさい。 
（僮白・祝僮）はい。 
 
   （表白）原来祝枝山惯弄文墨，逢山题景，逢水吟诗，故而大笔、小笔、墨盆、砚子

乃是随身行李。祝僮去不多时，大笔、墨盆早已取到。祝大爷就叫周永张灯，周昌展开

无字对联，乃是洒金硃砂笺纸，铺在桌上。枝山提笔掭[添]墨，周文宾立在旁边观看。 

 
（表白）なるほど祝枝山は文章に長け、美しい山水の景色を見れば題字し、詩作する

ゆえ、大筆、小筆、墨の盆、硯は携帯の道具。祝の下男が行くと程なく大筆、墨の盆

はすぐに届けられる。祝旦那はそのまま周永に提灯を持たせ、周昌に字の書いていな

い対聯をひろげさせ、テーブルの上には金粉や朱砂を散りばめた箋紙を敷く。祝枝山

は筆を取って墨に付けて筆先を整ると、周文賓は傍らに立ちこれを眺める。 
 

   （唱）但见他，并无思索笑迷迷，落笔飕飕[搜搜]快似飞，四六句对联来写就。 

    二老官，你今请看字何如？（花生白）老祝的大笔天下无双，妙不可言了。（副白）

哈哈哈，舍说话？ 

 
（唱） 祝枝山を見やれば、考える様子もなくにこにこと目を細め、すらすらと

飛ぶように、四六句の対聯を書き上げる。 
 

周さん、見てくだされ、この字はいかがなものでしょう。 
 
（花生白・周解元）祝さんのご筆跡はこの世に二つとない。なんてすばらしいのでし

ょう。 
（副白・祝枝山）はっはっはっ、なんの、なんの。 
 
    周永叫声：“祝大爷，小男勿识字，念出来听听看。” 祝僮说：“故两个字才勿识！

让[仰]我念来你听。上联是：‘四壁山峰淡淡浓浓图画’，……” 

   （永白）好朵，好朵。下联呢？（僮白）下联是：“一天星斗圈圈点点文章”。（永白）

阿唷，实头好朵。等干子墨，停[亻宁]歇歇贴末是哉。 

 
周永が言う、「祝旦那さま、おいらは字が読めません。声に出して読んでください

ましな」。祝僮が言う、「こんな字も知らんのか、おれがお前に読んで聞かせてやろう。

上聯は“四壁の山峰は、淡々濃濃たる図画のごとし”」。 
（永白・周永）すばらしい、すばらしい。下聯は。 
（僮白・祝僮）下聯は“一天の星斗は、圏圏点点たる文章のごとし”。 
（永白・周永）おう、ほんとうにすばらしい。墨が乾くのを待ってしばらくしてから
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貼りましょう。 
 
   （花生白）老祝，请坐。（副白）二老官，你说杭州个风俗，难道各家才贴无字对个？

（花生白）家家如是的。（副白）舍说话？若说杭州人家家家无事，我偏要俚朵一年有事。

祝僮，拿我个大小笔出来。（僮白）噢。（副白）周德，跟我去。（德白）噢。让[仰]小男

点子灯洛介。 

 
（花生白・周解元）祝さん、お座りください。 
（副白・祝枝山）周さん、杭州の風習では、まさかどの家も字が書かれていない対聯

を貼るっていうんじゃないでしょうな。 
（花生白・周解元）どの家もそうですよ。 
（副白・祝枝山）なんたる話だ。もし杭州人がどの家もこと

．．
がないというのであれば、

わしが彼らを一年中用こと
．．

があるようにしてやろう。祝僮、私の大小の筆を持って来

い。 
（僮白・祝の下男）はい。 
（副白・祝枝山）周徳、私についてまいれ。 
（徳白・周徳）はい。私が灯りをつけたら参りましょう。 

 
  （唱）文宾公子笑溶溶，把手摇摇叫祝兄：这等闲文休要管，到不如开怀吃得醉东风。

枝山不听周郎语，恰[却]好来了僮儿小祝僮，拿了墨盆大小笔，家人周德执灯笼。好一

个枝山寻作乐，摇摇摆摆出厅中。步出墙门街上走，枝山随仆走朝东。好天气，星光密

密如灯样，淡云月透广寒宫。但见家家多是门关闭，尽贴硃砂没字红。 

 
（唱）周の若旦那はにこやかに笑い、手を振って祝枝山に言う、「そんなつまら

ないことに構うのはよして下さい。それよりも心いくまで飲みましょう」。

祝枝山は周の若造の言うのを聞かず、ちょうどそこに祝僮がやって来て、墨

の盆と大小の筆を手にしている。家人の周徳は灯りをとる。祝枝山ときたら

遊興を求めて、しゃなりしゃなりと部屋を出て行く。門を出て街を歩き、祝

枝山は下男を連れて東へ歩いていく。天気よく星の光が密できらきらと灯り

のように輝いている。月光がうす雲を透かし広寒宮が見えるかのよう。ふと

見るとどの家も門を閉ざし、朱砂をを散りばめた、字の書かれていない赤い

紙がことごとく貼ってある。 
 
   （副白）就是间扌尽罢。（唱）周德高擎灯火照，枝山执笔问家僮： 

   （副白）周德，故家人家善个呢，恶个？（德白）祝大爷，个家人家是良善得势个。

（副白）介末，本点好口采俚朵。（唱）枝山就把笔来提，先写东来后写西。上联是：“向

阳门第春生在”；下联是：“积善人家乐有馀”。（德白）祝大爷，间扌尽来。（副白）俚朵做



 73 

舍个？（德白）俚朵做小生意个。（副白）做人阿好？（德白）安分守己个。（唱）掭[添]

了墨，抬起头，旁边周德照灯球。上联是：“安分兮一世是非得免”；下联是：“守己兮半

生衣食可谋”。（德白）间扌尽来。 

 
（副白・祝枝山）この辺りからにしよう。 

（唱）周徳は高く灯りをかかげて照らし、枝山は筆をとって下男に尋ねる。 
 
（副白・祝枝山）周徳、この家のものは善人か、悪人か。 
（徳白・周徳）祝の旦那さま、この家のものは非常に善良です。 
（副白・祝枝山）では、めでたい言葉を送ってやろう。 

（唱）枝山はさっと筆をとって、まずはこちらを、次にあちらを書く。上聯は“向

陽の門第に春は生在し”、下聯は“積善の人家に楽余りあり”。 
 
   （唱）枝山移步又朝前，只见微露灯光门不闩。悄然立在廊檐下，但听里面有人言。 

   （丑白）咳，家主婆阿， 

   （唱）我想为人在世间，忙忙碌碌不安闲，一身到底多辛苦。实指[仔]望，兴兴冲冲

过一个年。那晓今朝如此样，并无门路借银钱。讨帐之人常不断，算来共总欠三千。 

 
（徳白・周徳）祝旦那さま、こちらにいらしてください。 
（副白・祝枝山）彼らは何をしているのか。 
（徳白・周徳）彼らは小さな商売をしています。 
（副白・祝枝山）人となりはよいか。 
（徳白・周徳）分をわきまえおとなしい性格です。 

（唱）祝枝山は歩いて前方へ進むと、微かな灯りに門の閂がしていないのが見え

る。静かに軒下に立つと、内から人の話し声が聞こえてくる。 
 
（丑白・夫）はぁ、おまえ。 

（唱）思うに、人としてこの世に生まれ、あくせく働きのんびりもできず、結局

は苦労ばかり。ただいそいそと年を越すことだけを願っている。ところがど

うした、今日はこのありさま、金を借りるあてもなし。取立ては引きもきら

ず、見積もると合わせて三千の借り。 
 
   （旦白）哙，男个，到底欠三千银子呢，欠三千铜钱？（丑白）喷蛆嚼舌，我才欠得

三千铜钱[银子]个。（旦白）介末三千铜钱希松百懈，舍个故宗着急？（丑白）家主婆，

俉勿得知个。若使三千铜钱欠子一个主顾呢，原希松个。那间共总欠七十二个主顾来里。

三十也是讨帐，四十也是讨帐。个旁人看来，勿知欠子几化债哉。（旦白）哙，男个，有

所说个：“杀人偿命，欠债还钱。”今年还清子，明年再好欠下去。（丑）娼根，痴哉呢舍？
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我怕勿晓得“杀人偿命，欠债还钱”？多谢俉教[告]我个乖哉。（旦白）既然晓得末，趁

早还子，省得上门上户来讨，各[觉]得勿雅相。（丑白）娼子俉只根，我若还得出末还哉。

（旦白）咳，介末呒行用个。 

 
（旦白・妻）ねえ、あんた、いったい三千の銀子の借りかい、三千の銅銭の借りかい。 
（丑白・夫）でたらめを言うな。おれは三千の銅銭しか借りてねぇ。 
（旦白・妻）それじゃ、三千の銅銭くらいならたいしたことないのに、なんでそんな

にあせっているんだい。 
（丑白・夫）おまえは知らんのだ。三千の銅銭を一ヶ所から借りているなら、そもそ

もたいしたことはねぇが、今、全部で七十二ヵ所から借りてんだ。三十も借金、四十

も借金。そばにいるやつが見りゃ、どれだけの借金があるか分からねぇよ。 
（旦白・妻）ねえ、あんた、「人殺しは命でもって償い、借金は金でもって返す」っ

て言うだろう。今年きちんと返しとけば、来年また借りていけるでしょ。 
（丑・夫）げす女め、気でもふれたか。おれが「人殺しは命でもって償い、借金は金

でもって返す」ってことを知らないとでもいうのか。いいこと教えてくれてありがと

よ。 
（旦白・妻）分かったなら、早いうちに返しな、（借金取りが）うちに取り立てにや

ってきてみっともない思いをしなくてすむようにね。 
（丑白・夫）おまえというあばずれ女は。返せるものなら返すわい。 
（旦白・妻）ああ、それじゃ言っても仕方ないわね。 

 
   （唱）男子汉，大丈夫，欠的债务不为多，因何如此心焦闷？难道你，借货移挪[那]

一处无？ 

   （丑白）娼根！俉晓得今朝舍日脚哉？（唱）况且我是穷人谁托我，并无门路去移挪

[那]。（旦白）介末那处呢？（丑白）家主婆，我有一句说话搭俉商量[良]。（旦白）舍

事体？（丑白）有舍小货末借点来我，明年还俉。（旦白）要死阿，若还我有舍小货末，

个宗冷天工，勿穿夏裤哉。（丑白）我且问俉，光光个二百铜钱舍场化去哉？（旦白）故

个二百铜钱是罚咒勿用个。（丑白）阿是放来朵买药吃呢舍？（旦白）路子俉个倒尸[死]！

年夜晚边，咒我生病呢舍？（丑白）毛乍子俉个千人！阿要籴几升米，买捆把柴，过子年

了再讲？（旦白）到也勿差。介末，男个，俉去躲来里扌尽。有舍讨帐来，让[仰]我回头

俚朵，还俉太太平平。俉道阿好？（丑白）到也勿差。 

 
（唱）立派な男の旦那さま、借りた金は多くはないのに、なぜにそんなにいらい

らふさいでいるの。もしやおまえさん、金を借りるところが一つもないのでは。 
 
（丑白・夫）げす女め。お前は今日が何の日か知っているのか。 

（唱）その上、おれは貧乏人、誰がおれを引き立ててようか、金貸しのあてなん
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てあるものか。 
 

（旦白・妻）じゃどうするの。 
（丑白・夫）おまえ、一つ相談があるんだが。 
（旦白・妻）なんでしょう。 
（丑白・夫）へそくりでもあったら、少しばかり貸してくれ。来年返すからよ。 
（旦白・妻）死にたいのかい。へそくりがあれば、こんな寒い真冬に夏のズボンな

んかはくもんですか。 
（丑白・夫）じゃ、聞くが、さっきの二百の銅銭はどこへやったんだ。 
（旦白・妻）あの二百の銅銭は絶対に使なさいよ。 
（丑白・夫）隠しておいて、薬を買って飲むのかい。 
（旦白・妻）くたばっておしまい。大晦日になるっていうのに、私が病気になるよ

う呪うとはどういうこと。 
（丑白・夫）このあばずれが！米と薪をいくらか買って、新年迎えて考えちゃあどう

だい。 
（旦白・妻）いいわよ。じゃ、あんた、内に隠れてなさい。取立てに来る者がいれば、

私が話をつけるから。あんたはお気楽にしてればいいわ。いいかい。 
（丑白）よかろう。 
 
   （唱）且说枝山便叫灯高照，笑盈盈[音音]即便写春联。上首写：“门外三千债”；下

首写：“家中二百钱”。挨户着家来写去，只听得，年锣年鼓闹声喧。 

   （副白）阿唷，俉看故家人家房低宅[窄]小，到来里扌尽开心。周德，俚朵做舍个？（德

白）俚朵开铁店个。劳劳碌碌子一年，余多几千铜钱，还清帐目端正过年。介了来朵开

心。（副白）让[仰]我来送俚一幅好对。 

 
（唱）さて祝枝山は灯りを高く照らさせて、にっこり笑いながらさっと春聯を書

く。上の句は“門外に三千の債”、下の句は“家中に二百の銭”。一軒一軒書

いていくと、年越しの銅鑼と太鼓のにぎやかな音が聞こえてくる。 
 
（副白・祝枝山）おや、ほら、このお宅は家は狭苦しいが、内の中はとても楽しそう

だ。周徳、彼らは何をしているのじゃ。 
（徳白・周徳）彼らは鍛冶屋をやっています。一年間まじめに働き、何千の銅銭が余

り、借金も清算して年越しの準備をしています。ですから今とてもたのしくやってい

るのです。 
（副白・祝枝山）彼らに縁起のよい一句を送ってやろう。 

 
   （唱）枝山执笔喜洋洋，周德提灯照一旁。上联是：若非终日“披坡匹拍乒乓<□>”，
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才[只]得今朝“寻长阿搭哩同狂”。 

   （副白）哈哈哈，趣极[及]，趣极。（德白）大爷间扌尽来。（副白）俚朵做舍个？（德

白）摇船个。（副白）让[仰]我来送俚两句好口采。上首是：“日进千乡宝”；下首是：“广

招万里财”。——故一家做舍个？（德白）个一家做乌龟个。（副白）也要送俚两句：“夫

顶千斤石，妻淫万户人。” 

   （唱）枝山写罢笑哈哈，写一人家又一家。 

 
（唱）枝山は筆をとると喜びあふれんばかり、周徳は灯りを掲げて傍らで照らす。

上の句は「一日中“ピピピパイピンパン”と鉄を打っていなければ」、「今日の

“ドンドン、バーン”という太鼓と銅鑼の音はなかったでしょう」。 
 
（副白・祝枝山）はっはっはっ、最高、最高。 
（徳白・周徳）旦那さま、こちらに来てください。 
（副白・祝枝山）彼らは何をしているのか。 
（徳白・周徳）舟漕ぎです。 
（副白・祝枝山）彼らに二句の縁起のよい言葉を送ってやろう。上の句は「日に千里

の宝を進め」、下の句は「広く万里の財を招く」。――この家は何をしている。 
（徳白・周徳）この家は妓楼をやっています。 
（副白・祝枝山）彼らにも二句送ろう。「夫は頭で千斤の石を頂き、妻は万戸の人を

淫す*4
（唱）祝枝山は書き終わるとはっはっはっと笑い、一軒、また一軒と書いた。 

」。 

 
（平田直子 整理） 

 

                                                
*4 妓楼の主人＝「烏亀」＝「王八」、この連想から、石碑は亀の背中に立てられることによっ

て、石碑＝「千斤の石」となる。 


